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図　　　　　面　　　　　目　　　　　録

番　号 図　　　　　　面　　　　　　名 葉　数

【参 考 資 料】 仮　設　図　

施 工 地 栃木県日光市鬼怒川温泉滝字清水坂国有林67な1林小班

工 事 名 丸 山 地 区（Ｃ-２）復 旧 治 山 工 事

関 東 森 林 管 理 局　　日 光 森 林 管 理 署

1 仮　施　設　計　画　図
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（丸山地区 落石対策工）

固定工(ロープネット伏工･菱形金網併用)

C-1地区  架設面積=964m2

平面積=488m2

固定工(ロープネット伏工･菱形金網併用)

C-1･2地区  架設面積= 988m2

平面積= 601m2

固定工(ロープネット伏工･菱形金網併用)

C-3地区  架設面積=1,620m2

平面積=  996m2

民有地

固定工(ロープネット伏工)

C-4地区  架設面積=2,344m2

平面積=1,567m2

落石防護柵工

（落石緩衝柵工）
L=65.0m

H= 3.0m

固定工(ロープ掛工)

（1.4m×0.8m×1.2m）

踏査選点：0.80ha

（Ｃ地区 落石対策工　平面積3,652m2）

（Ｃ地区 落石対策工架設面積5,916m2）

（C-2地区 踏査・選点面積 　0.80ha）
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傾斜延長地　  区種　　別 水平距離 標高差

モノレール2

◎モノレール仮施設：最大斜延長 110ｍ

※地区別モノレール仮施設内訳

資材等の搬入は、保養所の駐車場（資材置場）からモノレールを設置して行い、施工は人力とする。

1.運搬工

110ｍC-2地区(落石防護工） 110ｍ 15ｍ
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